
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和三年度がスタート致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 4 日(金)、雨の中、野川食肉センター前
で、「春の交通安全県民運動出発式」と、R347
号線で「交通事故さよなら（347）人波作戦」交
通安全立哨が行われ、ドライバーに安全運転を
呼びかけました。 

令和 7 年 5 月 1 日 発行 ■ 尾花沢地区公民館 （℡ 23-2016・Fax 24-0383） 

〒999-4225 若葉町 1 丁目 4 番 27 号 (サルナート内事務室)  E‐mail：oba_k@city.obanazawa.yamagata.jp 

３日㈯～5 日㈪ 徳良湖まつり   

３日㈯ 花笠マラソン大会 

８日㈭ さわやかあいさつ運動(北村山高校)  

９日㈮ さわやかあいさつ運動(尾花沢中学校) 

10 日㈯～11 日㈰ 尾花沢の野草展 

13 日㈫ 区長会グラウンドゴルフ大会 

15 日㈭ 防犯協会尾花沢支部総会 

29 日㈭ 子供会育成協議会総会 

 
 

 

尾
花
沢
地
区
区
長
会 

会
長 

笹
原 

光
政 

年
度
始
め
に
あ
た
っ
て 

令
和
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
区
長
の
改
選
期
で
、
尾
花
沢
地
区
に
は
二
十
七
の

町
内
会
が
あ
り
、
そ
の
内 

 

名
の
区
長
さ
ん
が
交
代
さ
れ
ま
し

た
。 永

年
（
五
年
以
上
）
勤
続
い
た
だ
い
た
区
長
さ
ん
に
は
、
尾
花
沢

市
及
び
区
長
会
の
表
彰
規
定
に
よ
り
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

行
政
の
最
前
線
で
活
動
さ
れ
、
地
域
と
住
民
と
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
地
域
の
発
展
と
住
民
の
皆
様
の｢

安
心
・
安
全｣

な
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 区

長
間
で
最
近
よ
く
話
題
に
な
る
の
が
、
子
供
の
数
が
ど
こ
の

町
内
で
も
、
少
な
い
と
い
う
事
で
す
。 

最
近
三
年
間
の
子
供
の
出
生
数
を
み
ま
す
と
、
尾
花
沢
市
全
体

で
、
令
和
四
年
が 

 

名
、
令
和
五
年
が 

 

名
、
令
和
六
年
が 

 
 

 

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

申
す
ま
で
も
な
く
、
子
供
達
が
良
い
環
境
の
下
で
伸
び
伸
び
と

明
る
く
健
康
に
育
つ
こ
と
は
、
親
は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
の
願
い

で
す
。 

五
月
五
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」
で
す
。
昭
和
二
十
四
年
に
、
国
を

挙
げ
て
「
子
供
の
人
格
を
重
ん
じ
、
子
供
の
幸
福
を
は
か
る
」
こ
と

を
念
願
し
て
、
国
民
の
祝
日
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

未
来
の
尾
花
沢
を
背
負
う
は
ず
の
「
宝
」
が
、
年
々
減
少
す
る
こ

と
は
、
い
か
に
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
は
い
え
、
危
機
感
を
感
じ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
事
業
の
基
本
の
柱
「
集
落

が
元
気
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
と
も
「
住

み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
、
賑

わ
い
の
あ
る
元
気
な
尾
花
沢
に
、
是
非
し
た
い
も
の
で
す
。 

公民館だより  

カラー版も

見てね！ 
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※今年度の区⾧です。よろしくお願い致します。  〇代表区長（敬称略） 

目的…各集落が地域の元気力向上のため自ら行う創造的な地域活動事業の経費に対して、 

尾花沢地区ふるさと振興推進事業実行委員会より助成金を交付致します。 

補助内容 
◎体力づくり事業《例》グラウンドゴルフ大会、輪投げ大会、運動会、レクリエーション大会など 

◎地域づくり事業《例》研修会、地域サロン、子育てサロン、高齢者の居場所づくり、交流会など 

※同一日に「体力づくり事業」と「地域づくり事業」の両方実施する場合、重複補助はできないもの

とし１回分のみ補助します。 

◎対象経費《例》賞品代、事務事業消耗品費、保険料、会場使用料、謝礼、賄材料費など 

① 助成額は、令和 3 年度から事業経費の 9/10 以内で上限 30,000 円に拡充されました。 

② 他の補助金との併用は対象外とします。 

③ 会食のみを目的としての事業は対象外。 

《例》懇親会費、食事代、酒代など食糧費は対象外（芋煮会材料のみは、対象です） 

   ◎申込＆お問合せ先 尾花沢地区公民館 ℡23－2016 

地域づくり事業 
従来の「体力づくり事業」と「地域づくり事業」を統合し、助成金を拡充します。 

（年 2 回まで補助対象） 

 4 月 9 日(水)、令和７年度尾花沢地区区

長会総会が、サルナートコンベンションホ

ールにて行われました。  

通常の内容に加え、防災危機管理課より

防災出前講座や助成金等の説明、中央公民

館より地域活性化交付金の説明などを受け

ました。最後に農林課より鳥獣被害の状況

を聞き、有意義な協議となりました。 
 

 

４月 14 日（月）に尾花沢市防犯協会尾花沢支部

土屋雄一副支部長が尾花沢小学校を訪れ、新１年生

37 名へ防犯ブザーを贈呈しました。 

１人１人に配付した後、土屋副支部長より使い方

の説明があり、みんなで実際にブザーを鳴らす体験

もしました。「自分の身を守るための防犯ブザーで

す。周りの大人の人に助けを求める時に使ってくだ

さい。」とあい 

さつを頂き、最 

後に持参した自 

分のランドセル 

に全員防犯ブザ 

ーを取り付けま 

した。 

 



 

 

 

令和6年　新年のあ
いさつ2.docx  

尾花沢地区の人口と世帯

(R5.4/１現在)  (前月比) 

男 性：3,175 人 (-23) 

女 性：3,376 人 (-21) 

合 計：6,551 人 (-44) 

世帯数：2,504 世帯(- 1) 

尾花沢地区の人口と世帯

(R7.4/１現在)  (前月比) 

男 性：3,056 人 (+ 1) 

女 性：3,172 人 (-11) 

合 計：6,228 人 (-10) 

世帯数：2,471 世帯(+17) 


